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学年

家庭・地域
との連携

地域の方々を指導者とする森林整備作業体験を通して、森林の果たす役割や地域活性化に向けての取
り組みを探究する。総合的な探求の時間「チャレンジ」を中心に行う地域交流、地域貢献活動や住民
自治協議会の活動、地元小学校および中学校との連携活動を契機に、社会の中でよりよく生きるため
に必要な道徳的価値を尊重する態度を養う。

学習過程を通して、他者との関係性の中で
情報社会を生きるための考え方や情報リテ
ラシーを養う。

総合的な
探究の時間

「チャレンジ」などの探究的な活動を通し
てルールやモラルを守りながら協働するこ
との重要性を理解させる。

生涯を見通して家庭や社会の営みをとら
え、さまざまな人々と協働しながら生活課
題の解決をめざす力を養う。

３年

志望する進路に必
要な資質を理解さ
せ、コミュニケー
ション能力、社会
適応性、協調性等
の習得を図る中
で、社会生活にお
ける連帯の意識と
主体的に他者と関
わるために必要な
道徳的資質を養
う。

進路研究、職場見
学、校外進路ガイ
ダンスを通して、
自立した人間とし
て他者に共感し、
連携しながらより
よく生きるための
規範意識や道徳性
を養う。

進路研究を中心
に、社会の中で自
己実現を図るため
に必要な規範やモ
ラルに係る意識を
高める。学年行事
や、各講演会の事
前事後指導を通し
て、社会性を育み
自律的態度を育て
る。

中条主催イベント
への協力やボラン
ティア体験を通し
て人間関係力や他
者と協働し、自己
や集団を高める態
度を養う。

情報

将来の生活につい
て考えることで職
業観やキャリア意
識をもたせる。卒
業後の進路につい
て調べることで、
社会の一員となる
ために必要なルー
ルやモラルを尊重
する態度を育て
る。

自己理解を深める
とともに、イン
ターンシップなど
の活動を通じ、自
己のあり方、生き
方への意識を高め
る。また、社会に
目を向け、充実し
たキャリア形成の
ための道徳的価値
への理解を深め
る。

沖縄修学旅行、人
権教育講演会、性
被害防止講演会等
の事前事後指導及
びクラスマッチの
練習、松代大本営
跡見学の活動を通
して、社会性を育
み自律的態度を育
てる。
 
 
 

中条主催イベント
への協力やボラン
ティア体験を通し
てコミュニケー
ション能力を伸ば
し、他者と協働
し、自己や集団を
高める態度を養
う。

家庭

学習過程を通して多様性を認め他者を尊重
する態度を養う。現代社会における保健的
な課題の解決に向けた心身を養う。

芸術
芸術的な活動の中で、他者とつながりなが
ら課題に挑戦することで多様性と協調性に
ついて理解を深めさせる。

外国語

クラスの一員として
の自覚をもたせる。
高校生活オリエン
テーション、クラス
マッチの練習、虫倉
山登山、人権教育講
演会、性被害防止講
演会、宿泊学習等の
事前事後指導を通し
て社会性を育み自律
的態度を育てる。

委員会活動、学校行
事（文化祭・クラス
マッチ・強歩大会・
森林の日等）での体
験をもとに人間関係
力を高める。部活動
では自律心や責任感
をもって定期的に参
加しようとする気持
ちを育てる。

国語

理科

言語感覚を磨き、伝統や歴史に対する理解
を深めながら、日本人が培ってきた道徳や
人権感覚を理解させる。

地理歴史
地理的、歴史的事象に対する多様な見方へ
の理解を深め、人間存在についての敬意や
社会秩序や規範を尊重する態度を育てる。

公民
主権者教育等を通して社会を構成する一員
としての自覚をもち、多様な価値を尊重し
ながら問題解決に向かう姿勢を養う。

自然の事物・現象についての学習を通して
科学的な思考と人間の社会的活動の関連性
について理解させるとともに、他者の良さ
を理解する力を養う。

２年

①仲間や他者との共同作業を通して、集団における自己の
役割を理解して積極的に貢献しようとする意欲を育てる。
②多様な価値観に接しながら、周囲に配慮し、敬意を忘れ
ずに積極的にかかわろうとする態度を育てる。そのため地
域資源を活用した探究的な学習活動を各学年で実施する。
③地域とのかかわりを通して多様な人々と共存する社会を
どのように作っていくべきかを考えさせる。④人権意識を
高め他者尊重の気持ちを育てる。特にいじめについては絶
対に許さないという心を育てる。⑤望ましい社会の中で、
自己実現を図るために社会規範やルールモラルを尊重する
ことの大切さに気づかせる。

重点目標

目標 キャリア教育 ホームルーム活動 生徒会活動・部活動等 各教科

教材の中で民族マイノリティ、障がい者等
を扱いながら弱者への共感と多様な他者に
対する理解を深める。

保健体育

数学
学習過程を通して粘り強く考える態度を養
う。社会貢献のために数学的な見方考え方
がどのように活用できるかを考えさせる。

１年

総合的な探究の時
間「チャレンジ」
を中心に、地域の
方を講師とした体
験学習を実践し、
協働的姿勢を身に
つけるとともに、
自己のあり方、社
会との関わり方を
理解させる。

「チャレンジ」に
おいて、野菜・原
木シイタケの栽
培・収穫、森林環
境整備、西山大豆
栽培、大豆加工
（味噌・豆腐）等
を行い、 内容、
考察、自己の振り
返りをまとめて発
表する力を育て
る。

教育基本法および学校教育法に基づき、民主的・平和的国家および社
会の形成者としての人格の完成をめざし有為な人材を育成する。

１.生徒を真ん中に置いた少人数、個別指導に努め、生徒の自立と社
会性の伸長を図る。
２.体験的・探究的学習の充実を図り、授業改善による学力の定着・
向上を目指す。
３.人権・生命を尊重し、いじめや体罰のない安心安全な学校づくり
に努める。
４.校外資源を積極的に活用し、保護者、地域から信頼される学校づ
くりを推進する。

学校教育目標 道徳教育の重点目標

令和８年度　道徳教育　全体計画

長野西中条校 高等学校 全 普通


